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主な条例案

・青森市商工業振興条例に基づく助成

商工業振興条例助成事業については、自社工場を市内

の旭町一丁目から新田一丁目に移設・拡張し、今年三月

から操業を開始した地元企業に対し、青森市商工業振興

条例に基づき、工場等用地取得助成金を交付する。

・青森市屋内グラウンドの冷暖房設備の更新の経費

・青森市文化会館及び青森市民美術展示館のネーミング

　ライツ料を青森市文化芸術活動振興基金へ積立

・平成２９年度青森市土橋財産区・大平財産区・野木財

　産区特別会計補正予算

公共的事業を行う団体に対する助成を行うための経費

・農業委員会の制度変更に伴う条例の改正

これまでは、農業委員は選挙によって選出されてきた

が、制度改正により市長の任命制となった事から、所要の

条例改正を行った。平成三十年四月一日から

・青森市市税条例等の一部を改正する条例の制定につ

　いて

軽自動車税のグリーン化特例の見直しと期間を１年間

延長、国民健康保険税の軽減対象被保険者の拡大を行う。

・健康の森花岡プラザ・花岡農村環境改善センター及び
　花岡公園の３施設を一体的に管理し、効率的な運営を
　行うために、平成三十年度から指定管理者制度を導入
　するための条例改正

・契約の締結について

① 青森市スポーツ広場多目的グラウンド人工芝整備工事

② 青森市立小柳小学校校舎等改築工事・電気設備・暖

　 房換気設備関連

③ 旧青森市中央部・西部学校給食共同調理場解体工事

　

・平和大使事業の復活を求める請願 :採択

　（自民党・公明党会派が反対）

・就学援助制度の入学準備金の入学前支給と支給額引き

　上げなどの拡充を求める請願

① 中学校の入学前に準備金の支給を：採択

　（公明党会派が反対）

② 準要保護世帯の入学準備金を引き上げ：採択

　（全会派賛成）

③ 学用品費などの支給を、年度初めの早い時期：採択

　（公明党会派が反対）

平成２９年 第２回定例会
平成２９年度 青森市一般会計補正予算、全議案可決

　今定例会では、議長の辞職の意思表明により、開会冒頭辞職の許可を巡り、また、議長が一般質

問中に「くだらない質問」と議員を侮辱する発言をした事から、議長不信任案が提出され不採択さ

れるなど議会が空転、懲罰委員会が開かれ、本会議場で陳謝する裁定が下されるなど、議長の辞任

願いの取り扱いで不毛な時間を費やした。

一般会計予算総額は、千百九十八億二千百七十一万千円

　（七千六十二万二千円の増額補正）

平成２９年 第２回定例会
平成２９年度 青森市一般会計補正予算、全議案可決

一般会計予算総額は、千百九十八億二千百七十一万千円

　（七千六十二万二千円の増額補正）

主な補正予算

アウガを巡り百条調査権を持つ、アウガ調査特別委員会が設置

請　願

第２回定例会終了後の７月３日、アウガ調査特別委員

会の設置に対し、市長から予算執行の権利を脅かすとの

理由から、再議決を求める再議書が提出され、７月１０

日臨時議会が開催されました。

百条委員会の設置は、青森駅前再開発ビル株式会社

内での業務に関する事なので、市議会での設置は適当で

はない事から反対をしました。しかし、今回の再議書の

理由に、「必要があると思う」を「必要がある」と断定

し読み替えており、再議書には承諾できませんでした。

よって、採決は退席しました。

採決の結果、山脇議員が求めた、百条調査権を持つ

アウガ調査特別委員会の設置が見送られましたが、そ

の後、１８名の議員連名で、市民からの請願を受け、百

条委員会の再設置を求める議案が提出され、賛成多数

によって可決、再び百条委員会が設置されました。

また、議会運営の混乱をさせたとの理由で大矢保議

長と竹山副議長に対する辞職勧告決議案が提出され、

採決の結果辞職勧告決議案が採択され、１１日の午前５

時過ぎに夜通しの臨時議会は閉会しました。



一
般

質
問

一
般

質
問

１
．
職
員
の
給
与
減
額
に
つ
い
て

本
年
４
月
１
日
か
ら
、
主
事
級
１

％
、
主
査
級
２
％
、
主
幹
級
３
％
、
課

長
級
以
上
10
％
の
割
合
で
減
額
措
置
を

講
じ
て
い
る
が
、
職
位
間
で
の
逆
転
現

象
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
生

じ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
是
正
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

課
長
級
の
平
均
給
料
月
額
が
主
幹

級
の
平
均
給
料
月
額
を
、
約
２
千
円
下
回

っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
副
参
事
級
で
は
、

主
幹
級
の
平
均
給
料
月
額
を
、
約
４
千
円

下
回
っ
て
い
る
。

人
事
院
勧
告
以
外
で
給
料
の
減
額

措
置
を
実
施
し
て
き
た
経
過
を
示
せ
。

人
事
院
勧
告
以
外
で
の
給
料
の
減

額
措
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
に
国

の
給
与
構
造
改
革
に
よ
る
一
般
職
の
給
料

表
の
平
均
4.8
％
引
下
げ
に
加
え
て
、
本
市

独
自
に
管
理
職
の
給
料
月
額
に
つ
い
て
、

部
長
級
５
％
、
次
長
級
４
％
、
課
長
級
３

％
の
割
合
で
減
額
措
置
を
実
施
し
た
も
の

で
、
平
成
19
年
度
に
１
年
間
延
長
、
平
成

20
年
度
に
１
年
間
延
長
、
平
成
21
年
度
に

２
年
間
延
長
（
他
に
管
理
職
手
当
の
定
額

制
移
行
）
し
て
き
た
。

平
成
23
年
度
に
は
、
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
に
合
わ
せ
て
、
管
理
職
の
給
料
減
額
を

平
成
27
年
度
ま
で
の
５
年
間
延
長
と
し
、

そ
の
間
、
東
日
本
大
震
災
に
半
う
給
料
減

額
（
課
長
級
以
上
△
約
10
％
、
主
幹
級
・

主
査
級
△
約
８
％
、
主
事
級
△
約
５
％
）

の
実
施
に
よ
り
、
平
成
25
年
10
月
か
ら
平

成
26
年
３
月
ま
で
停
止
し
た
が
、
平
成
26

年
４
月
に
再
開
し
、
国
の
「
給
与
の
総
合

的
見
直
し
」
で
高
齢
層
の
給
料
の
抑
制
が

図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
27
年
３
月

で
終
了
し
た
。

２
．
河
川
の
氾
濫
対
策
に
つ
い
て

県
管
理
河
川
の
倒
木
等
に
よ
る
氾

濫
を
防
ぐ
た
め
の
市
の
取
組
を
示
せ
。

青
森
市
内
に
は
、
洪
水
に
よ
り
相

当
な
損
害
の
恐
れ
の
あ
る
堤
川
や
駒
込
川

な
ど
の
洪
水
予
報
河
川
、
野
内
川
や
沖
館

川
と
い
っ
た
水
位
周
知
河
川
が
６
水
系
９

河
川
あ
り
、
県
に
お
い
て
維
持
管
理
が
行

わ
れ
て
い
る
。

県
に
お
い
て
は
河
川
内
の
倒
木
等
が
台

風
な
ど
の
際
に
通
水
を
阻
害
し
水
害
を
助

長
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
適
宜
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
台

風
第
10
号
の
あ
と
も
、
桐
ノ
沢
地
区
周
辺

に
つ
い
て
立
木
撤
去
や
河
川
内
の
通
水
を

確
保
す
る
た
め
の
土
砂
掘
削
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
と
う
か
が
っ
て
い
る
。

３
．
自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て

市
の
自
殺
者
数
と
自
殺
の
原
因
・

動
機
及
び
、
自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て

示
せ
。厚

生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
に

よ
る
と
、
平
成
27
年
で
は
、
本
市
の
自
殺

者
数
は
、
男
性
が
41
人
、
女
性
が
18
人
、

合
わ
せ
て
59
人
で
あ
り
、
10
年
前
の
平
成

17
年
の
自
殺
者
数
86
人
と
比
較
す
る
と
、

そ
の
数
は
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
10
万
人
当
た
り

の
自
殺
死
亡
率
で
み
る
と
、
本
市
は
20.5
ポ

イ
ン
ト
、
全
国
は
18.5
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

市
の
自
殺
死
亡
率
は
全
国
と
比
べ
る
と
高

い
状
況
に
あ
る
。

自
殺
に
は
様
々
な
原
因
や
動
機
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
国
が
毎
年
公
表
し
て

い
る
「
自
殺
統
計
」
を
も
と
に
、
本
市
の

平
成
23
年
か
ら
27
年
の
５
年
間
に
お
け
る

自
殺
の
原
因
・
動
機
の
内
訳
を
集
計
し
た

と
こ
ろ
、
男
女
で
そ
の
傾
向
は
異
な
り
、

男
性
は
、「
健
康
問
題
」
が
36
％
、「
経
済
・

生
活
問
題
」
が
27
％
、
「
家
族
問
題
」
が
17

％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
女
性
は
、「
健

康
問
題
」
が
65
％
、　

「
家
族
問
題
」
が
12

％
、
「
経
済
・
生
活
問
題
」
が
８
％
の
順

と
な
っ
て
い
る
。

自
殺
は
本
人
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
悲

劇
で
あ
る
だ
け
で
な
く
残
さ
れ
た
家
族
や

周
り
の
人
々
に
大
き
な
悲
し
み
と
生
活
上

の
困
難
を
も
た
ら
し
、
社
会
全
体
に
と
っ

て
も
大
き
な
損
失
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
誰
も
が
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
自
殺
防

止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

４
．
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る
防
犯

効
果
が
認
め
ら
れ
る
が
、
今
後
、
市
と

し
て
設
置
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
、

市
の
考
え
を
示
せ
。

現
在
、
市
で
は
、
道
路
施
設
の
監

視
用
と
し
て
旭
町
・
石
江
・
西
滝
地
下
道

な
ど
計
５
か
所
の
市
道
に
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
い
る
が
、
防
犯
を
目
的
と
し
た
カ
メ

ラ
に
つ
い
て
は
設
置
し
て
い
な
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
設
置
に
よ
り
犯
罪
の

発
生
抑
止
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
犯

罪
の
発
生
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
場
所
に
的

を
絞
り
設
置
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る

も
の
の
、
不
特
定
多
数
の
住
民
を
撮
影
す

る
こ
と
と
な
る
た
め
、
被
撮
影
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
権
等
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
し

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

国
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
・
運
用
に

つ
い
て
規
定
し
た
法
律
等
は
な
く
、
自
治

体
が
設
置
・
運
用
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
管

理
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
自
治
体
に
判
断

が
委
ね
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
自
治
体
が
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
・
運
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
の
治
安
情
勢
や
特
徴
を
詳
細
に
分
析

し
た
上
で
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

*プールを撤去*

伊吹県会議員のご尽力によ

り、沖館川の側道の舗装と、

長年の課題であった、村岡整形

海手側の徒涉池（プール）跡が

芝生の公園に生まれ変わりまし

た。駐車場も整備されています

ので、ご利用下さい。

コスモ・
アネックス

村岡
整形外科クリニック
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問
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弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

☆ご意見・ご要望をお待ちしています☆

社民党控室　藤田 まこと
TEL:017-734-5692　FAX:017-722-8902


